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説
明
そ
企
て
、
送
金
潟
秒
、
信
用
状
、
輪
出
潟
替
、
職
入
符
替

よ
t

り
然
斡
取
引
に
附
随
ず
る
業
務
に
歪
る
ま
で
詳
細
説
明

し
、
叫
仰
に
第
六
敢
に
は
横
波
正
金
銀
行
の
信
用
放
を
紹
介
…

し
允

6
0
第
十
四
章
品
川
界
谷
幽
の
手
形
印
税
、
通
用
貨
幣
、
一

手
形
慣
習
拡
デ
ー
ト
近
代
カ
ム
ピ
λ

ト
其
他
の
翌
日
に
明
一
近
来
事
ら
行
は
る
h

絡
際
感
心
阪
を
類
別
す
た
い
誠
一
は
白

な
よ
ツ
。
特
仁
木
舎
の
一
部
と
す
る
の
必
要
な
ぎ
に
似
化
れ
一
白
浜
あ

b
、
或
は
数
段
。
仮
あ

b
、
戒
は
脱
皮
仮
あ
A
ッ
、
而

ど
宅
、
多
少
の
利
設
な
し
と
叫
に
や
J
O

一
し
て
白
白
波
は
現
今
主
と
し
て
倒
閣
に
行
は
る
h

所
に
し

近
来
我
閥
に
於
て
外
岡
匁
軌
併
に
闘
し
出
版
せ
ら
る
、
新
…
て
、
ボ
ー
ル
、
ル
ロ
ア
ポ
!
リ
ユ
}
、
d
v
l
ド
、
コ

I
グ
芯

弾
一
少
な
し
と
せ
歩
。
現
に
我
挫
の
詑
服
す
る
の
み
仁
て
述
、
…
!
符
仁
依
λ

ツ
て
代
表
き
れ
、
総
務
獄
舎
は
極
し
て
自
由
競

水
野
霊
勘
九
大
槻
銭
八
氏
等
の
著
書
ゐ
f

り
o

今
刀
ん
一
本
舎
を
一
挙
仁
よ
F

り
て
議
・
肢
の
議
誌
を
な
し
得
可
し
J
，
ず
る
者
な
ん
/

加
ふ
る
仁
至
れ
る
が
、
ロ
定
等
の
内
、
湖
論
を
説
明
せ
る
活
…
此
の
如
、
を
は
似
人
が
英
人
の
如
く
閥
家
ハ
ソ
干
渉
営
事
ば
訟

の
と
し
て
は
、
水
野
氏
の
著
書
ψ

ど
推
す
可
く
、
資
務
を
説
一
る
よ
ら
来
、
文
る
省
の
な
れ
ど
も
、
此
一
感
一
蹴
以
往
時
の
英
協

働
明
し
て
備
問
中
な
る
唱
の
は
、
大
概
氏

ω著
書
を
以
〈
、
葉
一

E
統
的
中
阪
の
如
く
、
一
枇
曾
拡
必
然
放
任
し
て
干
渉
す
る
事

精
密
な
る
も
の
は
本
舎
を
以
て
之
に
充
つ
可
し
o

外
閥
綿
一
な
く
ん
ば
、
必
・
下
白
然
に
し
て
最
良
の
後
述
を
な
す
可
し

替
の
官
務
長
腕
か
ん
と
す
る
者
に
取
て
は
、
本
香
川
い
好
筒
一
tr-
云
ふ
が
如
営
、
経
端
な
る
終
天
主
義
、
ど
米
安
る
る
の
に

の
指
針
な

62ζ
一
ぞ
か
を
綜
べ
し
0

〈
堀
江
鴎
ご
一
あ
ら
歩
、
叉
数
感
一
次
は
狐
仰
の
チ
ユ

l
ネ
シ
英
の
タ
エ
ポ
y

一
λ
、
マ
l

v
ヤ
ル
仙
の
ワ
ル
テ
ス
瑛
の
ペ

I
ム
、
パ
グ
ア

ー
グ
、
グ
イ
1
ザ

l
等
に
依
4
9
て
代
表
ヨ
れ
、
綴
憐
感
を

以
て
数
理
的
科
感
と
な

3
ん
よ
」
欲
す
る
者
な
ム
ソ
、
一
叉
陸
出
品

阪
は
前
世
削
仰
の
中
葉
に
於
て
は
ロ
吋
ノ

γ
ヤ
}
、
グ
コ
ー
ス
、
容
財
政
の
順
序
を
渇
ぴ
て
、
原
論
と
政
策
と
は
野
立
す
る

ヒ
ル
デ
プ
ア
Y

ト
等
に
依
L

リ
て
、
現
今
は
γ
モ
ラ
!
、
ピ
も
の
と
な
し
来
I

り
大
る
に
、
グ
氏
は
政
策
&
以
て
総
・
際

ユ
!
と
ヤ
!
容
に
依
t
り
で
代
表
3
れ
、
現
代
の
綬
憐
組
織
皐
研
究
の
中
必
と
な
し
、
原
論
の
知
識
の
如
九
誌
は
政
策
を

は
騒
史
的
産
物
な
る
が
故
仁
、
先
づ
腿
史
的
禁
法
の
版
序
迎
合
す
る
が
潟
め
に
必
一
袋
な
る
に
過
ぎ
や
d

る
が
故
仁
、
県
・

を
研
究
し
て
、
而
し
て
後
下
初
め
て
延
し
く
現
代
を
四
曾
武
之
に
到
し
て
は
従
局
的
地
位
に
立
つ
"
も
の
に
し
て
、
共

し
得
可
し
と
一
五
ふ
に
あ
L
リ
、
然
ゐ
仁
近
来
此
れ
等
の
感
仮
緒
論
と
な
す
を
以
て
越
前
ー
と
認
め
北
る
な
t
り
。
犬
れ
英
凶

b

仁
反
謝
し
て
生

b
tる
も
の
は
規
貸
阪
に
し
て
、
コ
ン
ラ
一
に
於
て
は
、
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
以
来
、
原
論
k
以
て
給
総

!
ド
、
プ
イ
り
ヅ
ポ
グ
イ
ヅ
チ
等
仁
依
ー
り
て
代
表
当
れ
、
一
一
車
碗
究
の
中
X
U
と
し
、
政
策
及
川
凶
財
政
り
如
を
は
、
共
附
燭

先
づ
現
代
を
務
究
し
之
仁
、
rh
』
り
て
得
な
る
相
官
識
k
以
て
古
一
一
物
と
し
て
砥
扱
び
、
光
ら
し
弘
、
相
側
逃
仁
於
て
は
、
十
九
世

代
を
説
明
せ
ん
と
す
る
仁
あ
1

り
¥
而
し
て
グ
ル
シ
ヅ
エ
ル
一
犯
の
初
め
じ
ラ
ウ
出
で
、
ょ

b
、
政
策
母
と
財
政
皐
の
地

の
如
堂
、
も
亦
此
一
次
に
廊
、
ず
ノ
る
者
と
一
千
か
可
し
。
…
位
を
高
め
、
原
論
i
t
共
に
一
一
五
帆
別
立
す
る
"
も
の
と
せ

b
、

グ
ル

y
y
ぷ
ル
、
阪
瑛
凶
政
府
の
高
等
官
仁
し
て
、
且
つ
…
然
る
に
現
今
政
策
の
務
究
は
袋
、
々
家
婆
脱
せ
ら
れ
、
議
に

数
臓
に
あ
'
夕
、
防
に
商
業
政
策
(
第
二
版
一
九
O
六
年
)
工
…
之
を
原
論
の
上
に
殻
く
苧
ど
生

b
tる
は
頗
ゐ
而
白
色
現

業
政
策
二
九
O
五
年
)
安
遇
政
策
(
一
九
O
八
年
一
等
の
箸
一
一
家
な

b
z
rニ
お
ふ
可
し
、
然
れ
共
原
論
は
政
策
、
財
政
両
者

あ
t

り
て
、
議
論
の
穏
健
と
説
明
の
明
瞭
と
を
以
て
知
ら
れ
一
の
班
舎
と
共
仁
必
要
な
る
宅
の
な
る
が
故
仁
、
之
を
緒
論

文

b
し
が
、
昨
者
叉
抑
制
機
原
論
を
お
に
せ
t

り
、
問
答
第
一
一
B

・
p

・
」
し
て
政
策
に
専
属
せ
し
む
る
は
常
を
失
ず
る
も
の
と
云

頁
仁
掲
げ
た
る
袋
路
拡
枕
仁
・
奇
抜
仁
し
て
、
慰
し
て
終
勝
一
ふ
可
し
、
故
に
余
は
政
策
患
の
附
例
駒
子
乞
軍
要
制
脱
す
る
は
之

政
策
要
項
会
五
容
の
中
第
一
容
総
務
源
論
t
f
云
ふ
、
爾
来
を
是
認
す
れ
共
、
が
ノ
氏
の
如
く
滋
軍
側
ず
る
は
之
を
採
ら

経
筋
肉
ゆ
者
の
著
書
は
第
一
惣
原
論
、
第
二
位
命
政
策
、
第
一
一
一
合
る
な
よ
ツ
O

新

著

紹

介

106 
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新

勢

純

一

介

日
一
一
凡

108 

グ
氏
の
計
議
せ
る
総
統
制
政
策
感
要
項
は
第
一
容
を
絞
撚
一
一
一
傍
働
所
得

原
論
よ
し
し
第
一
一
容
は
農
業
政
策
、
第
一
一
一
容
は
工
業
政
・
策
、
ハ
野
者
臼
、
土
地
の
所
得
制
ち
地
代
を
蹴
ず
〉

第
問
谷
川
μ
商
業
政
策
、
第
五
等
以
交
遇
政
策
と
し
、
以
下
一
怒
ハ
ヰ
滋
府
内
定

ハ
細
別
は
略
す
〉

粉
々
出
版
す
可
し
と
一
万
ふ
。

一

泡

刊

凸

mv
考
書

今
原
論
の
内
容
伝
一
勝
'
ヤ
れ
ば
左
の
如
し
…
似
て
此
内
容
に
付
て
現
今
行
は
る
よ
ゆ
設
と
奥
ゐ
所
を

付

則

〕

ヰ

悶

民

察

側

一

県

げ

ん

に

、

先

づ

阿

民

総

紛

の

滋

誌

を

叙

す

る

羽

仁

於

イ

日
開
民
都
総
の
牧
野

一

一

凶

民

認

め

窓

戸

、

所

閉

経

約

時

期

に

闘

す

る

犯

統

一

一

似

の

摩

者

、

誠

一

サ

ス

悌
ニ
軍
閥
民
一
線
械
の
総
礎
一
ト
、
ヮ
グ
ナ
}
、
ヒ
ル
デ
、
プ
ラ
ン
ト
、
ピ
ユ
!
ヒ
ヤ
!
、

ν

〕

自

然

一

モ

ラ

i
、
が
ノ
ム
バ
ル
ト
等
の
感
説
k
紛
介
し
IK
れ
共
、
裂
す

コ

人

一

る

に

之

等

の

感

設

は

ど

ユ

!

と

ヤ

!

が

一

千

か

如

く

っ

少

〈

一一一世曾一組織司

7
t
4中
部
次
げ
W
阿
部
欧
緑
巴
の
綴
撚
史
に
勝
閉
す
お
事
を

出
口
一
段
・
主
張

-
k
ι
ー

ん

の

意

純

一

得

し

可

合

唱

の

い

ド

し

て

、

俊

一

界

各

凶

ば

必

ポ

ノ

し

母

、

狩

猟

〕

一

資

木

三

火

以

協

業

民

、

遊

牧

民

、

附

訳

業

民

、

工

業

民

、

商

業

民

の

順

応

一

一

一

仰

の

カ

?

を

経

〈

援

態

し

大

る

唱

の

に

、

わ

ら

や

ノ

、

印

も

大

悔

に

而

し

ハ

係

者

日

、

土

地

を

脱

三

一

て

水

巡

の

使

あ

る

閥

民

り

、

漁

業

民

よ

1

り
一
開
削
し
て
商
業

筋

肉

品

平

交

換

一

日

比

と

な

る

事

、

わ

る

可

く

、

叉

森

林

多

く

し

て

放

牧

に

渡

せ

ハ
抑
制
別
は
略
ず
U

、~

も
A
M

る
地
方
に
位
す
る
者
は
、
狩
総
民
よ
f

り
臨
も
仁
農
業
民

似
Hm
コ
」
で
M
「

日

uuu引
札
ド

日

所

得

の

意

識

と

な

る

事

あ

る

可

し

、

故

化

グ

氏

が

乙

の

経

掛

時

期

械

を

ニ

資

木

所

得

詳

し

、

此

の

如

を

は

一

闘

の

絞

鰍

町

民

を

分

縞

す

る

K
は
可

四

曙

建

国

団

施

園

田

宮

書

1ω 

な
ら
ん
昔
、
之
を
披
鳴
し
て
、
恰
港
経
衡
の
務
遣
は
到
る
第
一
日
一
堂
・
に
於
て
生
産
の
要
素
を
諭
歩
る
に
賞
記
L
りて

所
皆
此
の
如
く
な
ら
含
る
可
か
ら
ふ
少
と
一
五
ふ
が
如
き
は
、
は
、
之
を
以
て
資
本
務
力
の
ニ
者
と
な
し
、
土
地
歳
以
臼

誤
謬
の
甚
だ
し
さ
替
の
な

b
、
品
協
に
之
念
総
樹
原
論
中
に
一
然
を
以
て
要
素
と
な
す
事
含
非
認
せ
よ
ツ
、
北
部
一
枇
命
日
主
義

編
入
す
る
は
嘗
ど
失
す
I
L
塑
一
一
口
せ
る
は
我
意
を
得
花

'po
一
者
ロ
ド
ペ
ル
ツ
ス
の
如
を
は
冷
カ
の
ふ
れ
包
以
て
生
践
の
一
袋

第
二
章
に
於
て
は
生
産
を
説
く
に
先
も
て
、
問
民
総
純
一
・
索
と
し
化
る
例
あ
れ
ど
母
、
グ
氏
は
殻
仁
此
生
産
一
要
素

の
基
礎
と
し
て
白
然
、
入
、
社
舎
の
三
者
を
説
明
せ
ん

J

、
…
設
と
従
来
行
は
る
と
一
一
一
安
索
説
と
そ
折
術
供
し
て
、
ご
W
K
来

遊
し
感
者
は
遮
常
比
一
一
一
者
を
生
産
の
要
素
と
し
て
説
明
す
一
読
を
出
だ
せ
る
な
台
、
而
し
て
お
説
く
所
に
よ
れ
ば
傍
力

れ
ど
も
、
之
等
は
必
ら
下
し
も
生
底
に
の
み
関
係
す
る
宅
一
が
生
産
の
要
素
な
る
事
ば
凝
な
台
所
に
し
イ
其
弊
働
の
効

の
に
あ
ら
や
ノ
、
叉
之
等
あ
ん
fit-
て
必
、
ポ
ー
し
宅
生
産
の
行
は
一
果
な
る
唱
の
は
遊
具
(
資
本
)
を
使
用
す
る
i
L
否
止
に
上
f

り

る
1
B

唱
の
に
も
あ
ら
ヂ
、
郎
は
も
怒
気
潟
気
等
が
財
J
T
m腐
一
て
大
に
奥
る
唱
の
あ
る
が
故
応
、
資
本
電
亦
生
必
の
一
一
袋

敗
せ
し
む
る
事
あ
ち
ん
い
が
、
自
然
は
却
て
不
生
産
的
作
用
…
索
な
る
わ
乙
失
は
ポ
ノ
、
然
れ
品
H

一
ハ
自
然
な
る
必
仰
は
人
カ
テ
以
て

を
な
す
沿
も
の
な
1

り
と
一
五
ふ
可
し
、
設
に
此
三
者
を
生
産
の
一
如
何
三
唱
す
る
容
能
拡
歩
、
且
つ
必
山
少
し
常
生
産
を
補
助

要
素
と
な
ず
は
常
b
L
失
す
、
然
れ
共
生
産
及
び
其
偽
名
仙
紙
一
ず
る
惑
の
に
あ
P

ヱ
ペ
加
み
ん
其
の
境
問
自
然
立
る
け
刀
の

の
終
憐
行
潟
は
、
此
三
者
の
存
在
を
待
も
て
初
め
て
行
は
一
は
、
入
力
の
然
巣
E
し
て
現
状
仁
慾
せ
る
も
の
な
る
似
故

る
h
"
も
の
な
る
が
故
仁
、
之
を
岡
民
約
締
の
某
機
Eι

名
づ
一
仁
、
胸
部
'λ
資
本
主
成
慨
す
可
合
唱
の
攻
み
と
、
然
れ
北
ハ

け
ず
、
総
論
の
一
部
と
な
ず
は
常
を
得
柁
る
鳴
の
な
f

り
、
一
資
本
の
存
存
が
生
産
の
多
寡
に
大
彩
郷
w
k
及
ぼ
す
が
如

允
も
此
の
如
を
は
プ
イ
リ
ヅ
ポ
グ
イ
サ
ノ
点
J
4立
(
法
相
経
総
制
限
…
〈
、
自
然
の
使
否
毛
亦
此
関
係
な
か
み
可
わ
ち
歩
、
印

論
中
仁
於
て
行
び
党
る
所
な
れ
ど
号
、
英
樹
の
総
撚
寺
中
、
水
の
使
あ
る
滋
を
利
用
し
て
商
工
業
を
M

回
全
ば
ル
ザ
一
湾
設

に
は
多
く
見
合
る
所
な
t

り
。
わ
え
紋
・
少
し
得
可
く
、
叉
抑
制
度
協
無
の
分
間
宜
し
を
ゆ
慨
を
撚

新
?
掛
官
制
制
介

コ
プ
九

μ4・ a.・ 1守霊童E7， ¥.九

， ， 

' 



4 ・-・
R ・.、!、

・" . ・且・ 曜 、 ‘ ..ι 、 、 . 
• 

h惨

，
 

‘
，
，
今

，
 

白

'
ρ
.

、、
• 

，

、

.

a

‘‘.♂ 
，
 
.
 

.
 

ベ

p

-

F

，
 

、
『
唾
酒
、
.
6
a
d

，‘‘

-

h

A

4

0

 

げ

h

，、:

M
a
a
-
-
a

・2

2

一

-
J

・‘唱
4

8

，
、
，
、
，

A

・{d
i

、

叫

姐

司

'

降

、

a

e

~
j
E
 

司

巳

2

1
a
p
p
-
@
 

マ
〈
・
〉
一
止

f町、、下，

岨

3
E一ist骨

A今

v
t
E
.
1
:1 

-

、

，マ、

.‘
 、

j
‘
 

，
 

、

山
'
ん
で
農
業
を
鶴
ま
ば
、
他
の
土
地
を
耕
作
す
る
良
夫
と
等
.
よ

b
て
盆
々
有
利
と
な
る

p'却
を
、
安
仁
土
地
収
益
の
性

し
を
資
本
と
勢
力
と
を
使
用
し
て
、
而

6
ヨ
リ
大
な
る
効
貨
と
類
似
す
る
が
も
の
な
る
可
し
、
加
之
業
所
前
自
然
と
し

泉
佐
川
悦
可
を
な

6
、
放
に
自
然
苦
人
が
自
己
の
欲
す
る
が
…
て
破
境
し
制
御
可
わ
ら
合
る
か
ミ
一
お
ふ
が
如
を
は
、
究
明
閥

儲
仁
滋
部
利
用
す
る
事
を
得
る
限
t

り
は
、
英
生
産
に
貢
献
一
に
於
て
は
議
く
資
質
に
よ
よ
ツ
て
鮮
食
る
所
な
れ
ば
常
時
の

す
る
事
敢
て
資
本
I
P
L

異
ゐ
所
な
が
る
可
し
、
故
に
余
は
グ
一
一
地
主
は
皆
殺
償
争
中
文
挑
て

4

取
得
し
花
る
唱
の
に
し
て
、

ω

陀
ん
の
こ
要
素
説
に
扮
し
て
は
、
大
な
る
疑
を
抱
く
者
な
よ
り
こ
%
資
本
に
外
な
ら
合
る
な
i
り
云
々

Er-
主
張
す
れ
ど
川
市
、
之

第
閥
単
俄
健
全
論
歩
る
墳
に
於
て
材
、
極
力
限
界
的
効
一
れ
グ
阻
ん
が
生
産
の
婆
索
・
ム
し
し
て
土
地
を
認
め
な
る
よ
ム
リ
京

周
鋭
、
生
応
授
説
、
再
生
康
費
説
等
k
攻
毅
す
よ
し
雌
号
、
…
る
が
も
の
仁
し
て
、
五
日
人
ー
し
議
論
の
秘
的
-P
呉
ド
A
G
ノ
る
が
故

完
全
に
之
を
打
破
す
る
に
足
る
愉
仙
仰
を
一
以
コ
ヂ
。
一
仁
…
蹄
駁
の
鈴
地
な
し
と
雌
-
句
、
土
地
の
自
然
カ
は
賀
泣
い
ド

第
五
常
所
得
論
に
於
て
は
、
資
本
所
得
ー
と
労
働
所
得
と
一
よ
λ
ツ
て
総
花
る
唱
の
な
る
が
故
仁
、
事
資
上
一
資
本
に
外
な

の
二
者
の
み
を
認
め
て
、
地
代
ー
に
企
業
家
の
利
益
と
を
百
一
ら
?
と
一
お
ふ
が
如
を
は
、
之
れ
純
然
食
る
個
人
的
見
解
よ

認
せ
1

り
、
部
む
終
衡
感
上
の
所
制
地
代
(
リ
カ
ー
ド

i

ア
り
来
る
唱
の
仁
し
て
、
有
も
土
地
.
の
国
税
位
置
の
如
を
、

の
所
前
土
地
の
自
然
に
し
て
破
壊
し
得
可
か
ら
含
る
カ
仁
一
叉
は
地
上
の
窓
気
源
翁
の
如
品
ド
ベ
航
に
傍
カ
ル
孔
加
ふ
る
以

潤
ず
る
報
酬
)
は
、
肥
地
よ
し
熔
地
と
の
牧
設
の
差
な
れ
ど
一
前
に
存
在
す
る
者
ゐ
る
以
上
院
、
土
地
の
牧
銭
拡
特
殊
の

省
、
同
地
れ
決
し
て
土
地
に
の
み
特
荷
な
る
仁
あ
ち
歩
し
て
、
一
一
件
質
宮
山
伺
ず
る
も
の
と
認
り
る
を
総
合
と
す
。

総
〈
の
資
本
仁
共
滋
な
ゐ
唱
の
な

b
、
例
へ
ば
ゆ
氷
山
常
に

6
一
命
滋
ん
で
企
業
家
の
利
ム
祉
を
否
認
し
て
日
以
く
、
初
弘

治
共
に
宅
…
機
械
仁

-g良
否
の
法
あ
Fb
で
、
共
牧
誌
は
之
が
一
企
業
qJ
る
以
上
は
之
が
匁
め
一
仁
利
子
及
び
一
気
鋭
以
上
の
牧

匁
め
仁
異
る
可
し
、
特
仁
工
場
の
如
を
は
其
位
脱
胞
の
如
何
誌
を
・
生
ヂ
る
は
疑
な
し
、
何
zr
し
な
れ
ば
滋
し
之
な
く
ん
ば

に
よ
L
リ
て
良
否
の
差
ゐ
t
夕
、
天
異
珂
闘
の
人
口
の
増
加
仁
企
業
家
は
生
活
し
能
は
止
れ
ば
な
よ
ツ
、
協
し
て
此
取
得
の

櫨

|

圃

部

刺

殺

紹

介

二
二

O

他
川
い
彼
が
生
産
の
危
険
を
負
強
す
・
る
(
例
令
損
失
す
る
事

あ
る
号
、
資
本
家
に
は
利
子
を
、
勢
働
者
に
は
賃
銀
古
文
一

挑
は
崎
、
C

る
可
か
ら
ホ
/
)
よ
J

り
生
ヂ
る
保
険
料
な
L
リ
、
之
仁
一

依
ム
ツ
て
税
制
ド
ば
、
川
一
関
A
M
業
家
の
利
銭
な
る
M

も
の
は
資
本
一

ー
し
傍
カ
と
よ
1
9
生
ヂ
る
も
の
仁
し
て
、
之
等
に
封
ず
る
保
…

険
料
な
る
が
故
仁
、
此
雨
者
を
論
JPJ
る
際
仁
、
研
究
す
可
さ
一

唱
の
に
し
て
、
特
殊
な
る
件
質
を
有
す
る
込
の
に
ゐ
ら
、
一
ご

と
o

一

以
上
越
べ
北
る
が
如
く
、
グ
氏
の
綴
泌
尿
論
拡
極
端
な
一

る
現
資
源
の
産
物
に
し
て
、
業
議
論
往
々
正
偽
を
失
ず
る
…

唱
の
あ

b
E縦
唱
余
綜
之
を
大
に
興
味
あ
る
読
物
と
し

111 
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